
○平成１９年度 公共事業の再評価結果 一覧表（１／３）事 業 名 箇 所 名 事 業 概 要 再評価の結果公共事業評価監視委種 別 補助事業名 河川・道路名 事 業 区 間 事業 全体事業費 総 投 資 額 事 業 概 要 員会での審議状況 対 応 方 針等 採択年度 (平成18年度まで) 〔進捗状況等〕 及び意見 理 由（百万円） （百万円）河川 ダム建設 実盛川 生駒郡三郷町 平成３ 5,800 1,710 進捗率 30% 事業の「継続」を妥当と 対応方針：継続事業 （大門貯水池） 大字立野 年度 する。重力式コンク 理由： 実盛川における洪水調整、リートダム (意見） 流水の正常な機能の維持のため、早・再評価においては、情 期の事業完成が必要であると判断す堤高 35.4ｍ 勢の変化や条件の変化な る。堤頂長 122ｍ どの説明も必要。河川整備計画との整合を図り、公共事業推進の観点から早期完成に努力されたい。岩井川 奈良市鹿野園 昭和49 19,500 16,700 進捗率 86% 事業の「継続」を妥当と 対応方針：継続（岩井川ダム） 町、肘塚町 年度 する。重力式コンク 理由： 現在本体が完成し試験湛水リートダム (意見） 中であり、岩井川における洪水調・試験湛水の工期延期に 整、流水の正常な機能の維持のた堤高 35.4ｍ よる継続は妥当と考えら めにも早期の事業完成が必要であ堤頂長 126ｍ れる。 ると判断する。総合治水 秋篠川 大和郡山市観 昭和34 13,075 10,206 進捗率 78% 事業の「継続」を妥当と 対応方針：継続対策特定 音寺町～奈良 年度 する。事業 市中山町 事業延長 理由： 改修の手法、費用対効果等L=9,700ｍ (意見） から現事業計画が妥当であり、治・治水対策を進めると同 水上早期に整備する必要性がある時に歴史、文化、自然に と判断する。も配慮して速やかに事業を進められたい。蟹川 大和郡山市 昭和58 2,634 1,580 進捗率 60% 事業の「継続」を妥当と 対応方針：継続高田町 年度 する。事業延長 理由： 改修の手法、費用対効果等L=2,200ｍ (意見） から現事業計画が妥当であり、治・浸水被害等が少しでも 水上早期に整備する必要性があるなくなるよう速やかに事 と判断する。業を進められたい。



○平成１９年度 公共事業の再評価結果 一覧表（２／３）事 業 名 箇 所 名 事 業 概 要 再評価の結果公共事業評価監視委種 別 補助事業名 河川・道路名 事 業 区 間 事業 全体事業費 総 投 資 額 事 業 概 要 員会での審議状況 対 応 方 針等 採択年度 (平成18年度まで) 〔進捗状況等〕 及び意見 理 由（百万円） （百万円）河川 総合治水 竜田川 生駒郡斑鳩町 昭和57 23,150 18,280 進捗率 78% 事業の「継続」を妥当と 対応方針：継続対策特定 神南～斑鳩町 年度 する。事業 俵口 事業延長 理由： 改修の手法、費用対効果等L=12,200ｍ (意見） から現事業計画が妥当であり、治・進捗率が80%であり、出 水上早期に整備する必要性がある来るだけ早急に事業を完 と判断する。了されたい。富雄川 生駒郡斑鳩町 昭和57 18,500 9,400 進捗率 51% 事業の「継続」を妥当と 対応方針：継続笠目～生駒市 年度 する。高山町 事業延長 理由： 改修の手法、費用対効果等L=18,000ｍ (意見） から現事業計画が妥当であり、治・被害実績等考慮すると 水上早期に整備する必要性がある早急に事業を進めていく と判断する。べき。地蔵院川 大和郡山市稗 昭和47 10,000 3,000 進捗率 30% 事業の「継続」を妥当と 対応方針：継続田町～奈良市 年度 する。北之庄町 事業延長 理由： 改修の手法、費用対効果等L=3,000ｍ (意見） から現事業計画が妥当であり、治・浸水被害低減のために 水上早期に整備する必要性があるは、県として平野部の土 と判断する。地利用方法の規制などについても配慮していくべきと考える。総合流域 能登川 奈良市八条町 平成４ 652 209 進捗率 32% 「条件付き継続」とす 対応方針：継続（進捗状況、見通防災事業 ～法華寺町 年度 る。 し等についてH20年度の委員会に報事業延長 (意見） 告）L=1,000ｍ ・事業の必要性、妥当性は評価できる。実現性に 理由： 改修の手法、費用対効果等関しては、次年度に進捗 から現事業計画が妥当であり、治状況やその後の状況の変 水上早期に整備する必要性がある化、見通しなどについて と判断する。説明、報告を行うことを条件とする。



○平成１９年度 公共事業の再評価結果 一覧表（３／３）事 業 名 箇 所 名 事 業 概 要 再評価の結果公共事業評価監視委種 別 補助事業名 河川・道路名 事 業 区 間 事業 全体事業費 総 投 資 額 事 業 概 要 員会での審議状況 対 応 方 針等 採択年度 (平成18年度まで) 〔進捗状況等〕 及び意見 理 由（百万円） （百万円）河川 総合流域 三代川 生駒郡斑鳩町 昭和46 2,490 1,420 進捗率 57% 事業の「継続」を妥当と 対応方針：継続防災事業 神南～斑鳩町 年度 する。阿波 事業延長 理由： 改修の手法、費用対効果等L=2,780ｍ (意見） から現事業計画が妥当であり、治・現状では、浸水、災害 水上早期に整備する必要性があるの発生度合いは高いの と判断する。で、早急に事業効果を発揮させる必要がある。今後は、安全度を高めるための手法についても検討していただきたい。広域基幹 菩提仙川 大和郡山市番 昭和41 3,201 2,834 進捗率 88% 事業の「継続」を妥当と 対応方針：継続（都市） 条町～天理市 年度 する。河川改修 蔵之庄町 事業延長 理由： 改修の手法、費用対効果等事業 L=3,300ｍ (意見） から現事業計画が妥当であり、治・事業完了の目途がたっ 水上早期に整備する必要性があるており、早期に事業完了 と判断する。できるよう進められたい。道路 道路改良 一般国道169号 高市郡高取町 平成10 14,500 4,842 進捗率 33% 事業の「継続」を妥当と 対応方針：継続事業 高取バイパス 兵庫～高取町 年度 する。清水谷 事業延長 理由： 一般国道169号の慢性的なL= 3.4kｍ (意見） 渋滞を解消するとともに、地域間(暫定形2車線) ・京奈和自動車道御所区 の連携強化と地域の活性化の支援間も平成２０年代半ば頃 を図るため、早期の事業完成が必に向け工事が進められ、 要である。当事業もこれに併せて整備が進んでおり、今後も進捗を図るべき。


